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連
合
島
根
・
連
合
島
根
東
部
地
域
協

議
会
は
１
月
21
日
（
金
）
ホ
テ
ル
一

畑
に
お
い
て
、
２
０
２
２
新
春
旗
開
き

を
開
催
し
ま
し
た
。
成
相
連
合
会
長
を

は
じ
め
、
丸
山
県
知
事
、
上
定
市
長
、

亀
井
代
表
、
森
本
代
表
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

当
地
協
の
企
画
で
「
新
春
お
年
玉
抽
選

会
」
を
行
い
、
最
後
に
永
田
議
長
の
発

声
に
よ
り
、
一
丁
締
め
で
締
め
く
く
り

ま
し
た
。 

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
（
第
６
波
）
の
影
響
を
受
け
、
飲

食
は
伴
わ
ず
短
時
間
・
少
人
数
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
が
、
各
構
成
組
織
の

ご
協
力
に
よ
り
、
新
し
い
年
の
ス
タ
ー

ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

   

県
内
に
多
く
存
在
す
る
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
地
場
の
労
働
組

合
が
直
接
経
営
者
に
要
求
交
渉
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
要
求

書
策
定
に
あ
た
っ
て
「
自
社
の
経
営
分
析
」
は
非
常
に
重
要
と
な
る

た
め
、
昨
年
と
同
様
に
研
修
内
容
を
「
２
０
２
２
春
季
生
活
闘
争
の

ポ
イ
ン
ト
（
連
合
島
根 

青
木
副
事
務
局
長
）」「
決
算
書
・
財
務
諸

表
の
見
方
に
つ
い
て
（
安
達
悟 

税
理
士
）」
の
二
本
立
て
で
研
修
会

を
行
い
ま
し
た
。 

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
永
田
議
長
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
現
在
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
続
く
中
、
原
材
料

価
格
の
高
騰
が
企
業
の
重
荷
に
な
る
一
方
で
、
ガ
ソ
リ
ン
代
や
食
料

品
の
値
上
が
り
な
ど
物
価
の
上
昇
が
家
計
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
の

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

今
春
闘
は
「
人
へ
の
投
資
」
を
積
極
的
に
求
め
る
「
未
来
づ
く
り

春
闘
」
で
す
。「
底
上
げ
」「
底
支
え
」「
格
差
是
正
」
の
取
り
組
み
を

強
力
に
推
し
進
め
、「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」
の
実
現
の

た
め
、
と
も
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！ 
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「連合まっちぇ」の閉鎖 

松
江
地
区
会
議 

２
０
２
２
春
季
生
活
闘
争
研
修
会 

 

誠
に
残
念
な
お
知
ら
せ
で
す
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
「
連
合
ま
っ
ち
ぇ
」
が
、

今
年
２
月
よ
り
更
新
が
出
来
な
く
な
り
ま
し

た
。
原
因
に
つ
い
て
詳
細
は
不
明
で
す
が
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
引
っ
か
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。 

 

こ
の
間
、
友
だ
ち
登
録
を
し
て
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
に
は
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
東

部
地
協
の
活
動
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 


